令和4年度事業報告書
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで
特定非営利活動法人NetworkStationまつろ
＜活動報告＞
　Networkstationまつろの目的は、唐津市・東松浦郡の地域内で活動するCSOに対して、CSO活動に関する支援事業を行うことにより、まちづくり活動の創造的発展、また地域社会の発展に寄与することです。活動の種類として、まちづくりの推進を図る活動、経済活動の活性化を図る活動、CSO活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動が挙げられます。
　令和４年度も感染症の影響により、思うような活動ができない中、次のような事業を行いました。
CSO団体の会合場所及び事務局機能の提供、運営に関する事業では、ＮPO法人唐津Switch・ＮPO法人博心館は経理業務全般及び相談、NPO法人KANNEは場所の提供及び相談、唐松地域づくり協議会・唐津よかもん振興会は事務局機能全般の業務は行いましたが、総会は書面審議・情報交換交流会や販売会などの事業は開催できませんでした。
　CSO団体間の交流と活動支援に関する事業では、ラジオでの情報発信を年間通じて行い、またNPO法人HOPEｓの設立申請相談を受けました。
　その他、会の目的達成のために必要な事業として、ＦＭからつ(株)及び早稲田佐賀中学校・高等学校後援会の事務局業務を行いました。また、佐賀県より例年同様に、ＣＳＯ提案型協働創出事業における提案のコーディネート業務の委託を受けました。人員不足により掘り起こしは出来ませんでしたが、2件の相談がありその後県及び市と協議を行いました。1件は、一般社団法人Next Educationより「日本で一番教育格差が無い県へ！！プロジェクト」という事業名で提案がありました。もう1件は、公益財団法人国際労務管理財団より「介護職種における外国人材が来日し、働き続けられる県へ！」という事業名で提案がありました。どちらも行政からは、広報支援などの事業協力という形での採択となりました。
　Networkstationまつろは、CSO（市民社会組織）の中間支援組織として大好きなふるさと唐津を未来の子どもたちに「正しく受け継ぎ進化させて引き継ぐ」ために、会員がお互いを尊重し全員参加で共感・協働していつも明るく元気に愉快に活動していきます。
また、常に地域に良い影響を発信できる唐津には無くてはならないまちづくり組織になれるようこれからも会員みんなで勉強・研究を重ねていきたいと思います。
2．事業の実施に関する事項
	事業名（定款に
記載した事業）
	具体的な業務内容
	A：実施日時
B：実施場所
C：従事者の人数
	D：受益対象
の範囲
E：人数
	事業費の
金額
(単位：円)

	CSO団体の会合場所及び事務局機能の提供、運営に関する事業
	・会合場所の管理運営及び事務局代行サービス
（ＮPO法人唐津Switch、ＮPO法人博心館、NPO法人KANNE、唐松地域づくり協議会、唐津よかもん振興会）
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ
C：67名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	1,719,107

	CSO団体間の交流と活動支援に関する事業
	・HP、ラジオでの情報発信及びCSO活動へのアドバイス、コーディネート
・団体との協働

・NPO法人設立申請相談（NPO法人HOPEｓ）
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ
C：67名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	61,839

	ボランティアスタッフの拡大に関する事業
	実施なし
	A:

B：
C：
	D: 
E: 


	0

	人口減少に伴う地域問題の解決に関する事業
	実施なし
	A: 
B：
C：
	D: 
E: 


	0

	その他、会の目的達成のために必要な事業
	・事務局業務受託
（ＦＭからつ、早稲田佐賀中学校高等学校後援会）
・佐賀県より事業受託
（CSO提案型協働創出事業）
	A:通年

B：NetworkStation

まつろ、早稲田佐賀中学校高等学校

C：67名
	D:唐津市及び

東松浦郡

E:市民及び
団体
	1,661,392


特定非営利活動に係る事業
2

